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第
一
巻
の
概
要

『
立
教
学
院
百
五
十
年
史
』
第
一
巻
で
は
、
立
教
の
原
型
と
な
っ
た
私
塾
が
創
設
さ
れ
た
一
八
七
四
年
か
ら
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

戦
争
で
日
本
が
敗
戦
を
迎
え
る
一
九
四
五
年
ま
で
を
叙
述
の
範
囲
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
時
期
を
三
つ
に
分
け
、
第
一
編
「
創

立
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
と
立
教
学
校
」（
一
八
七
四
～
一
九
〇
七
年
）、
第
二
編
「
立
教
大
学
の
設
立
と
池
袋
移
転
」（
一
九
〇
七
～

三
〇
年
）、
第
三
編
「
戦
時
体
制
と
立
教
学
院
」（
一
九
三
一
～
四
五
年
）
と
い
う
形
で
構
成
し
た
。

第
一
編
は
、
立
教
学
校
の
創
立
者
で
あ
る
C
・
M
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
活
動
、
そ
し
て
立
教
学
校
の
創
立
お
よ
び
展
開
過
程
に
焦

点
を
当
て
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
立
教
学
校
に
関
す
る
具
体
的
な
記
述
は
、
第
二
章
「
立
教
学
校
の
誕
生
」
か
ら
始
ま

る
。第

一
章
「
ア
メ
リ
カ
聖
公
会
内
外
伝
道
協
会
と
創
立
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
」
は
、
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争
に
と
も
な
い
ア
メ
リ
カ
聖
公

会
が
成
立
す
る
一
八
世
紀
後
半
か
ら
説
き
起
こ
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
が
ア
メ
リ
カ
聖
公
会
と
い
う
キ
リ
ス
ト
教
の

一
教
派
に
身
を
置
く
宣
教
師
と
し
て
日
本
に
渡
来
し
た
こ
と
に
よ
る
。
立
教
の
原
型
と
な
っ
た
東
京
の
私
塾
は
、
ア
メ
リ
カ
聖
公
会

に
よ
る
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
の
一
環
と
し
て
開
設
さ
れ
た
教
育
機
関
で
あ
り
、
そ
の
後
も
ア
メ
リ
カ
聖
公
会
は
資
金
・
人
事
な
ど
の
面

で
、
立
教
を
支
え
る
大
き
な
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
っ
た
。
加
え
て
、
ア
メ
リ
カ
聖
公
会
の
外
国
伝
道
を
め
ぐ
る
方
針
や
予
算
配
分
と
そ

の
変
化
な
ど
を
ふ
ま
え
る
と
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
活
動
の
意
味
に
つ
い
て
、
よ
り
明
瞭
に
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

ア
メ
リ
カ
聖
公
会
は
、
立
教
の
創
立
者
の
属
し
た
キ
リ
ス
ト
教
の
教
派
で
あ
り
、
立
教
に
と
っ
て
最
大
の
支
持
基
盤
で
あ
っ
た
。

立
教
の
歴
史
を
紐
解
く
に
際
し
て
、
そ
の
成
り
立
ち
や
外
国
伝
道
活
動
の
推
移
を
お
さ
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
そ

の
た
め
で
あ
る
。
た
だ
、
第
一
章
で
は
、
ア
メ
リ
カ
聖
公
会
に
お
け
る
伝
道
組
織
の
変
遷
や
外
国
伝
道
の
全
体
的
な
経
過
な
ど
の
記

述
を
、
行
論
上
必
要
な
範
囲
に
と
ど
め
て
い
る
の
で
、
巻
末
に
補
論
と
し
て
「
ア
メ
リ
カ
聖
公
会
伝
道
機
関
の
成
立
と
展
開
」
を
配
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し
た
。

第
二
章
「
立
教
学
校
の
誕
生
」
で
は
、
立
教
の
原
型
と
な
る
私
塾
の
創
設
（
一
八
七
四
年
）
か
ら
、
立
教
学
校
が
立
教
尋
常
中
学

校
・
立
教
専
修
学
校
・
東
京
英
語
専
修
学
校
の
三
校
体
制
に
な
る
（
一
八
九
七
年
）
と
共
に
、
立
教
尋
常
中
学
校
が
文
部
省
に
よ
る

認
可
を
受
け
る
（
一
八
九
八
年
、
翌
年
に
立
教
中
学
校
）
ま
で
の
時
期
を
扱
う
。
第
二
章
を
通
じ
て
、
度
重
な
る
移
転
、
火
災
や
地

震
、
キ
リ
ス
ト
教
を
排
斥
す
る
気
運
の
高
ま
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
陥
り
な
が
ら
も
、
築
地
の
外
国
人
居
留
地
を
拠
点
と
し

て
、
立
教
の
基
礎
が
固
ま
っ
て
い
く
過
程
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
キ
リ
ス
ト
教
系
の
教
育
機
関
の
い
く
つ
か
の
目
的
の
中
に
は
、

生
徒
を
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
へ
と
導
く
と
共
に
、
将
来
の
聖
職
者
と
な
る
べ
き
人
物
を
養
成
す
る
と
い
う
点
が
あ
る
。
ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ
も
ま
た
聖
職
者
の
養
成
と
い
う
役
割
を
重
視
し
て
お
り
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
が
日
本
伝
道
の
責
任
者
か
ら
退
い
た
後
も
、
こ
の
姿
勢

は
維
持
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
学
校
の
和
名
で
あ
る
「
立
教
」
の
由
来
に
つ
い
て
も
、
こ
こ
で
言
及
し
て
い
る
。

第
三
章
「
文
部
省
訓
令
第
一
二
号
と
立
教
学
院
の
成
立
」
で
は
、
教
育
課
程
内
外
か
ら
の
宗
教
教
育
の
排
除
を
指
示
し
た
、

一
八
九
九
年
の
文
部
省
訓
令
第
一
二
号
を
め
ぐ
る
問
題
を
中
心
に
叙
述
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
と
り
わ
け
キ
リ
ス
ト
教
系
の
学
校
に

お
い
て
、
存
亡
の
危
機
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
立
教
の
取
っ
た
姿
勢
と
そ
の
背
景
と
共
に
、
キ
リ
ス
ト

教
系
の
諸
校
の
動
向
も
あ
わ
せ
て
取
り
上
げ
て
お
り
、
そ
の
比
較
の
中
で
立
教
学
校
に
よ
る
対
応
の
独
自
性
が
改
め
て
浮
か
び
上
が

る
。
そ
し
て
、
こ
の
問
題
を
契
機
と
し
て
、
既
存
の
三
校
に
寄
宿
舎
を
加
え
た
四
部
門
を
統
括
す
る
学
校
名
と
し
て
、
従
来
の
立
教

学
校
に
代
わ
っ
て
立
教
学
院
と
い
う
名
称
が
登
場
す
る
。
第
三
章
で
は
こ
の
他
、
立
教
専
修
学
校
と
東
京
英
語
専
修
学
校
の
帰
趨
、

立
教
中
学
校
の
状
況
に
関
す
る
記
述
が
含
ま
れ
る
。
立
教
専
修
学
校
と
東
京
英
語
専
修
学
校
は
結
果
的
に
は
廃
校
と
な
っ
た
が
、
前

者
で
は
立
教
学
院
の
一
部
門
で
あ
る
寄
宿
舎
の
機
能
を
担
っ
た
こ
と
、
後
者
で
は
師
範
学
校
化
に
向
け
た
模
索
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど

を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
他
方
、
立
教
中
学
校
は
、
前
記
の
文
部
省
訓
令
第
一
二
号
の
問
題
が
起
こ
る
前
に
文
部
省
に
よ
る
認
可
を

受
け
て
お
り
、
そ
れ
以
降
も
認
可
校
の
地
位
を
維
持
し
得
た
。
し
か
し
、
文
部
省
よ
り
施
設
・
会
計
・
教
員
な
ど
の
面
で
不
備
を
指

摘
さ
れ
る
な
ど
、
そ
の
地
位
は
決
し
て
安
泰
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
立
教
学
院
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
が
、
国
内
の
教
育
制
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度
が
整
備
さ
れ
て
い
く
と
共
に
、
国
家
と
宗
教
、
教
育
と
宗
教
の
関
係
性
が
強
く
問
わ
れ
る
中
に
あ
っ
て
、
教
育
制
度
に
適
合
的
な

学
校
づ
く
り
の
取
り
組
み
が
続
い
た
時
期
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

第
二
編
「
立
教
大
学
の
設
立
と
池
袋
移
転
」
で
は
、
専
門
学
校
令
に
よ
る
私
立
立
教
学
院
立
教
大
学
が
設
立
さ
れ
た
一
九
〇
七
年

か
ら
、
一
九
一
八
年
の
池
袋
移
転
、
大
学
令
に
よ
る
一
九
二
二
年
の
大
学
昇
格
、
そ
し
て
関
東
大
震
災
を
経
た
一
九
三
〇
年
ま
で
が

描
か
れ
る
。
第
二
編
で
叙
述
さ
れ
る
期
間
は
、
創
立
の
地
・
築
地
か
ら
池
袋
に
移
り
、
新
天
地
で
歴
史
と
伝
統
を
紡
ぎ
始
め
た
立
教

学
院
の
土
台
が
形
づ
く
ら
れ
た
時
期
で
あ
る
。

第
一
章
「
高
等
教
育
制
度
の
整
備
と
立
教
大
学
の
誕
生
」
は
、
今
日
ま
で
連
綿
と
続
く
立
教
大
学
が
高
等
教
育
機
関
と
し
て
歩
み

を
始
め
た
草
創
期
を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
一
九
〇
三
年
制
定
の
専
門
学
校
令
に
よ
り
一
九
〇
七
年
九
月
に
開
校
し
た
私
立
立
教
学
院

立
教
大
学
は
、
本
科
と
し
て
文
科
と
商
科
を
擁
し
、
予
科
、
選
科
が
置
か
れ
た
。
文
部
省
訓
令
第
一
二
号
に
よ
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
教

育
が
禁
止
さ
れ
た
が
、
専
門
学
校
令
で
は
高
等
教
育
機
関
と
し
て
「
宗
教
」
の
教
授
が
認
め
ら
れ
た
。
た
だ
し
留
意
す
べ
き
は
、
立

教
大
学
が
聖
公
会
に
属
す
る
宗
教
大
学
を
自
認
し
、
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
も
と
づ
く
精
神
的
修
養
を
重
視
し
つ
つ
も
、
そ
の
教
育
目

的
と
し
て
「
文
学
並
ニ
商
業
上
須
要
ナ
ル
高
等
ノ
教
育
ヲ
施
ス
」
こ
と
を
掲
げ
、
あ
く
ま
で
も
高
等
普
通
教
育
を
主
と
す
る
学
校
と

し
て
建
学
さ
れ
た
点
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
、
徐
々
に
教
育
内
容
や
講
師
陣
の
充
実
を
は
か
っ
て
い
っ
た
文
科
（
一
九
一
九
年
に
文

学
部
に
改
称
）
と
商
科（
同
、商
学
部
）を
詳
述
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
学
院
史
で
は
触
れ
て
い
な
か
っ
た
大
学
令
前
後
の
医

学
部
新
設
構
想
が
初
め
て
明
ら
か
に
な
る
。
さ
ら
に
こ
の
時
期
の
立
教
学
院
の
拡
充
が
ア
メ
リ
カ
聖
公
会
の
東
ア
ジ
ア
伝
道
方
針
の

中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
付
け
ら
れ
る
か
を
再
考
し
、
あ
わ
せ
て
ア
メ
リ
カ
聖
公
会
日
本
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
よ
る
立
教
学
院
以
外
の
教
育

活
動
、
大
学
令
に
よ
る
大
学
昇
格
時
に
立
教
大
学
経
営
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
聖
公
会
教
育
財
団
に
つ
い
て
叙
述
し
て
い

る
。
ま
た
壮
麗
な
カ
レ
ッ
ジ
・
ゴ
チ
ッ
ク
様
式
で
一
九
一
八
年
に
完
成
し
た
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
の
建
設
も
こ
こ
で
言
及
し
て
い
る
。

第
二
章
「
大
学
令
に
よ
る
立
教
大
学
」
で
は
、
一
九
一
八
年
の
大
学
令
公
布
に
よ
り
、
帝
国
大
学
の
み
で
あ
っ
た
「
大
学
」
が
公
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立
・
私
立
大
学
に
拡
大
す
る
な
か
で
、
大
学
昇
格
を
果
た
し
た
立
教
大
学
の
動
向
を
み
る
。
一
九
二
二
年
五
月
、
大
学
令
に
よ
り
立

教
大
学
が
認
可
さ
れ
、
文
学
部
、
商
学
部
の
二
学
部
と
研
究
科
が
設
け
ら
れ
、
大
学
予
科
が
設
置
さ
れ
た
。
立
教
大
学
は
キ
リ
ス
ト

教
大
学
と
し
て
は
、
全
国
二
番
目
の
大
学
昇
格
で
あ
り
、
首
都
圏
で
唯
一
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
大
学
で
あ
っ
た
。
大
学
令
は
私
立

大
学
の
卒
業
生
に
帝
国
大
学
の
卒
業
生
と
同
じ
「
学
士
」
号
を
認
め
る
一
方
で
、
帝
国
大
学
を
モ
デ
ル
と
し
た
大
学
機
構
の
整
備
を

求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。
東
ア
ジ
ア
伝
道
の
拠
点
と
し
て
大
学
拡
張
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
ア
メ
リ
カ
聖
公
会
の
意
向
と
も
相
ま
っ

て
、
昇
格
後
の
立
教
大
学
は
「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
カ
レ
ッ
ジ
」
か
ら
、
文
科
・
商
科
に
加
え
、
帝
国
大
学
に
倣
っ
て
法
科
や
工
科
、

医
科
ま
で
を
含
む
「
総
合
大
学
」
を
志
向
し
て
い
っ
た
。
こ
こ
で
は
諸
派
連
合
キ
リ
ス
ト
教
大
学
構
想
や
昇
格
後
の
文
学
部
、
商
学

部
、
大
学
予
科
の
展
開
、
聖
公
会
神
学
院
と
の
関
係
、
大
学
図
書
館
の
整
備
・
拡
充
に
つ
い
て
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

第
三
章
「
関
東
大
震
災
と
復
興
」
で
は
、
一
九
二
三
年
九
月
一
日
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
と
そ
こ
か
ら
の
復
興
に
焦
点
を
当
て

る
。
築
地
キ
ャ
ン
パ
ス
は
地
震
後
の
火
災
に
よ
り
全
焼
し
て
完
全
に
失
わ
れ
、
池
袋
キ
ャ
ン
パ
ス
は
竣
工
後
数
年
の
煉
瓦
校
舎
群
に

大
き
な
被
害
を
被
っ
た
。
立
教
学
院
の
復
興
を
支
え
た
ア
メ
リ
カ
聖
公
会
の
緊
急
救
援
基
金
や
日
本
復
興
基
金
、
震
災
時
の
日
本
聖

公
会
の
救
護
事
業
を
み
る
と
と
も
に
、
築
地
キ
ャ
ン
パ
ス
を
失
っ
た
立
教
中
学
校
の
池
袋
移
転
を
取
り
上
げ
る
。
こ
こ
で
は
両
大
戦

間
期
の
学
生
生
活
や
学
生
運
動
、
東
京
六
大
学
野
球
や
箱
根
駅
伝
を
は
じ
め
と
す
る
学
友
会
活
動
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
標

語
「PRO

 D
EO

 ET PA
TRIA

（
神
と
国
の
た
め
に
）」
や
校
章
、
校
歌
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

第
三
編
「
戦
時
体
制
と
立
教
学
院
」
は
、
財
団
法
人
立
教
学
院
が
設
立
さ
れ
た
一
九
三
一
年
か
ら
、
一
九
四
五
年
の
日
本
の
敗
戦

直
後
ま
で
の
十
数
年
間
の
時
期
を
中
心
に
叙
述
し
て
い
る
。

第
一
章
と
第
二
章
で
は
、
聖
公
会
と
の
関
係
に
お
け
る
立
教
学
院
全
体
の
動
向
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
第
一
章
「
財
団
法
人
立
教

学
院
の
設
立
」
で
は
一
九
三
〇
年
代
の
ア
メ
リ
カ
聖
公
会
の
海
外
伝
道
事
業
の
動
き
を
た
ど
る
と
と
も
に
、
そ
の
関
わ
り
の
中
に
お

け
る
財
団
法
人
立
教
学
院
設
立
や
立
教
学
院
拡
張
計
画
を
検
討
し
て
い
る
。
第
二
章
「
日
米
開
戦
と
キ
リ
ス
ト
教
教
育
の
危
機
」
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は
、
日
米
開
戦
前
後
の
教
会
合
同
問
題
と
日
本
聖
公
会
の
分
裂
、
医
学
部
設
置
構
想
と
そ
の
挫
折
に
と
り
わ
け
注
目
し
つ
つ
、
ア
メ

リ
カ
聖
公
会
と
の
断
絶
と
キ
リ
ス
ト
教
主
義
に
よ
る
教
育
の
放
棄
と
い
う
、
立
教
学
院
に
と
っ
て
極
め
て
大
き
な
出
来
事
が
続
い
た

一
九
四
〇
年
頃
か
ら
敗
戦
直
後
の
時
期
を
扱
っ
て
い
る
。
一
九
三
一
年
の
財
団
法
人
立
教
学
院
設
立
時
の
寄
附
行
為
に
教
育
の
目
的

と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
「
基
督
教
主
義
」
は
、
一
九
四
二
年
九
月
に
削
除
さ
れ
、
替
わ
り
に
「
皇
国
ノ
道
」
が
教
育
の
目
的
と
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
が
、
そ
の
経
緯
が
、
第
一
章
、
第
二
章
を
通
し
て
丹
念
に
解
明
さ
れ
て
い
る
。

続
く
第
三
章
で
は
立
教
中
学
校
、
第
四
章
と
第
五
章
は
立
教
大
学
に
お
け
る
、
そ
れ
ぞ
れ
一
九
三
一
年
か
ら
一
九
四
五
年
の
敗
戦

直
後
ま
で
の
時
期
を
扱
っ
て
い
る
。

第
三
章
「
戦
時
体
制
下
の
立
教
中
学
校
」
で
は
、
立
教
中
学
校
に
お
け
る
「
錬
成
」
や
勤
労
作
業
・
勤
労
動
員
の
具
体
的
な
展
開

が
示
さ
れ
、
中
等
教
育
に
関
わ
る
教
育
政
策
の
全
般
的
な
動
向
と
そ
れ
へ
の
立
教
中
学
校
の
対
応
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。「
基

督
教
主
義
」
と
国
策
を
結
び
つ
け
る
言
説
が
、
立
教
中
学
校
首
脳
陣
に
は
早
く
か
ら
見
ら
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
日
米
開
戦
後
の

一
九
四
二
年
度
中
に
は
立
教
中
学
校
内
に
お
け
る
「
基
督
教
主
義
」
が
払
拭
さ
れ
た
こ
と
と
そ
の
背
景
が
検
討
さ
れ
て
い
る

第
四
章
「
戦
時
下
の
大
学
に
お
け
る
教
育
と
研
究
」
で
は
、
第
一
節
か
ら
第
四
節
ま
で
主
に
一
九
三
〇
年
代
か
ら
一
九
四
一
、二

年
頃
ま
で
の
動
向
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
一
九
三
〇
年
代
の
拡
大
の
時
期
か
ら
四
〇
年
代
に
入
り
文
科
系
抑
制
策
の
中
に
置
か
れ
る

こ
と
に
な
る
大
学
予
科
、
各
学
科
独
自
の
発
展
を
見
せ
る
文
学
部
、
そ
し
て
商
学
部
か
ら
改
組
さ
れ
「
黄
金
時
代
」
を
迎
え
る
経
済

学
部
、
そ
れ
ぞ
れ
の
展
開
を
見
て
い
る
。
あ
わ
せ
て
こ
の
章
で
は
、
後
半
の
第
五
節
「
植
民
地
・
外
国
か
ら
の
入
学
者
」、
第
六
節

「
教
員
免
許
資
格
取
得
の
動
向
」
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
立
教
大
学
の
旧
制
大
学
時
代
全
体
を
通
し
た
状
況
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

第
五
章
「
戦
局
の
悪
化
と
大
学
存
続
の
危
機
」
は
、
一
九
四
二
年
頃
ま
で
に
顕
著
と
な
っ
て
い
た
高
等
教
育
政
策
に
お
け
る
文
科

系
抑
制
策
と
理
工
系
拡
充
策
が
、
一
九
四
三
年
に
入
り
文
科
系
私
立
大
学
・
学
校
の
整
理
・
統
合
の
動
き
と
し
て
現
実
の
も
の
と

な
っ
て
い
く
中
で
、
立
教
大
学
が
ど
の
よ
う
な
選
択
を
し
て
い
っ
た
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
一
九
四
三
年
一
〇
月
、
満
二
〇

歳
以
上
の
男
子
学
生
・
生
徒
の
在
学
徴
集
延
期
措
置
が
停
止
さ
れ
、
こ
れ
以
降
、
立
教
大
学
に
在
学
中
の
学
生
・
生
徒
の
多
数
が
兵
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力
動
員
の
対
象
と
な
っ
て
い
っ
た
。
残
さ
れ
た
学
生
・
生
徒
も
既
に
一
九
三
〇
年
代
末
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
た
勤
労
動
員
の
対
象
と

し
て
、
大
学
と
い
う
場
で
学
ぶ
機
会
を
狭
め
ら
れ
、
奪
わ
れ
て
い
く
。
立
教
大
学
は
結
果
と
し
て
文
学
部
を
「
閉
鎖
」
し
て
、
残
さ

れ
た
経
済
学
部
と
大
学
予
科
の
再
編
・
縮
小
を
お
こ
な
っ
て
大
学
令
に
よ
る
大
学
で
あ
り
続
け
た
一
方
、
新
た
に
専
門
学
校
で
あ
る

立
教
理
科
専
門
学
校
を
設
置
し
て
、
存
続
の
途
を
探
っ
て
い
っ
た
。

戦
時
体
制
の
中
で
教
育
目
的
を
「
基
督
教
主
義
」
か
ら
「
皇
国
ノ
道
」
に
塗
り
替
え
、
文
学
部
「
閉
鎖
」
や
立
教
理
科
専
門
学
校

設
置
に
よ
っ
て
存
続
を
は
か
っ
て
い
っ
た
立
教
学
院
は
、
敗
戦
と
な
っ
て
程
な
く
、
こ
の
よ
う
な
戦
時
へ
の
対
応
が
問
わ
れ
、
変
革

の
時
を
迎
え
る
。

敗
戦
後
の
混
乱
や
荒
廃
の
中
で
、
断
絶
し
た
ア
メ
リ
カ
聖
公
会
と
の
関
係
を
復
活
さ
せ
、
新
た
な
教
育
体
制
を
立
教
学
院
と
し
て

展
開
し
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
は
、
第
二
巻
で
見
て
い
く
こ
と
と
な
る
。


